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ごみ処理費用と手数料収入の状況
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１．岡谷市のごみ処理

• ごみ処理の変遷 ①
－可燃物（現燃やすごみ）、不燃物（現埋立ごみ）収集のはじまり－

かつては 各戸収集（家々を回りリアカーなどで）、現諏訪湖ハイツ付近で野焼き

『可燃物』のみを収集・処理

昭和４１年 定位置・定日収集（決まった場所で週２回） 開始

ごみ処理手数料 【有料】 （ポリ容器 ４５リットル）

昭和４３年 岡谷市清掃工場 稼動

昭和４４年 『不燃物』収集 開始

昭和４６年 ポリ容器から紙袋またはカルパック製※袋に変更

ごみ処理手数料 【無料】

※炭酸カルシウム入高密度ポリエチレン製
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１．岡谷市のごみ処理

• ごみ処理の変遷 ②
－「物を大切にする市民運動」から資源物回収へ－

昭和５３年 物を大切にする市民運動推進会議 発足

昭和５４年 資源物回収 モデル地区（間下区・下浜区） 開始

回収品目『空き缶・金属・古紙類・古布類・生きびん』

昭和５６年 資源物回収 全市域 開始

不燃物収集を民間委託（２コース）

樋沢最終処分場（埋立地） 供用開始

平成 ５年 指定ごみ袋の導入 可燃物・不燃物 ２２・４５リットル

ごみ処理手数料 【無料】
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１．岡谷市のごみ処理

• ごみ処理の変遷 ③
－収集業務の民間委託化・資源物のリサイクルを次々と開始－

平成 ９年 可燃物収集すべてを民間委託（６コース）

『金属・アルミ缶・スチール缶』の分別収集 開始

平成１１年 『びん類（ワンウェイびん）』の分別収集 開始

平成１２年 『乾電池』リサイクル 開始（不燃物収集）

『ペットボトル・白トレイ』の分別収集 開始

平成１５年 資源物サンデーリサイクルデー 開始 毎月最終日曜日イベント回収）

平成１６年 『蛍光管・電球』の分別収集 開始

小中学校の『生ごみ』リサイクル 開始
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１．岡谷市のごみ処理

• ごみ処理の変遷 ④
－家庭ごみ有料化と生ごみ・その他プラスチックのリサイクルへ－

平成１８年 家庭の『生ごみ』リサイクル モデル事業（下浜・新屋敷・鮎沢区）

平成２０年 「家庭ごみ有料化」の提言（環境市民会議おかや）～決定

平成２１年 家庭の『生ごみ』リサイクル 市内全地区で開始

市内全地区などで「家庭ごみ有料化」の説明会を開催 １４０回

平成２２年 家庭ごみ有料化の開始

『その他プラスチック』の分別収集 開始

平成２８年 諏訪湖周クリーンセンター（焼却施設） 稼動開始

（岡谷市・諏訪市・下諏訪町の燃やすごみを共同で処理）
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ごみ処理施設

旧岡谷市清掃工場
（平成２５年度に解体）

諏訪湖周クリーンセンター
（平成２８年度から稼動）

岡谷市樋沢
一般廃棄物
最終処分場

埋立処分場 焼却施設
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１．岡谷市のごみ処理

• 現在のごみ処理 ①
ごみ・資源物の処理 フロー （令和２年度）

埋立ごみ燃やすごみ

古紙類

古布類

空き缶
(ｽﾁｰﾙ・ｱﾙﾐ)

金属

生きびん

生ごみ

剪定枝
草等

その他
プラスチック

ペットボトル

焼却

リサイクル

プラスチック製
容器包装

諏訪湖周クリーンセンター

自然に帰す

チップ化・減容化

リサイクル

たい肥化

埋立

樋沢一般廃棄物最終処分場

びん類 リサイクル

蛍光管
電球

リサイクル

乾電池 リサイクル

資源物回収

リサイクル

リサイクル

リユース
リサイクル

リユース

⇒ガラスびん・建設資材

⇒ガラス・金属原料

⇒金属原料

「資源物回収」とは
空き缶・古紙類などの集団回収が
住民運動から全市域へと広がり、
資源物回収業者が、ごみ収集場所
で決まった曜日に回収している。
回収物はリサイクルなどされる。
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１．岡谷市のごみ処理

• 現在のごみ処理 ②
市で収集・処理しているごみ・資源物

可燃物＝燃やすごみ 不燃物＝埋立ごみ

注）排出方法は、上記のほか市指定場所（持込場所）へ搬入することができる。

燃やすごみ：諏訪湖周クリーンセンター 埋立ごみ：(株)アイ・コーポレーション（市委託）

ごみ処理
手数料

種類 排出・収集方法 処理方法

有料

燃やすごみ
定日［週２回］
定位置収集

諏訪湖周クリーンセンター（焼却施設）で焼却
焼却灰は、再資源化・埋立処分（民間委託）

埋立ごみ
定日［月１回］
定位置収集

岡谷市樋沢一般廃棄物最終処分場（埋立地）へ
埋立処分

ごみ処理手数料有料
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「家庭ごみ収集カレンダー」燃やすごみ・埋立ごみ
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１．岡谷市のごみ処理

• 現在のごみ処理 ③
資源物 ①

ごみ処理
手数料

種類 排出・収集方法 処理方法

無料

空き缶
(スチール
・アルミ)

金属 定日［月２回］
定位置収集
(資源物回収)

資源物回収業者から再資源化事業者へ引渡し
（リサイクル 民間ルート）

古紙類

古布類

生きびん
資源物回収業者から再利用する事業者へ引渡し
（リユース）

資源物回収
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「家庭ごみ収集カレンダー」
空き缶（スチール・アルミ）・金属・古紙類・
古布類・生きびん

12



１．岡谷市のごみ処理

• 現在のごみ処理 ④
資源物 ②

ごみ処理
手数料

種類 排出・収集方法 処理方法

無料

びん類
定日［月２回］
定位置収集

市委託収集 ⇒ 再資源化事業者へ引渡し
（リサイクル 民間ルート）

蛍光管
電球

定日［月１回］
定位置収集

乾電池
定日［年２回］
定位置収集
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「家庭ごみ
収集カレンダー」

びん類
蛍光管・電球
乾電池
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１．岡谷市のごみ処理

• 現在のごみ処理 ⑤
資源物 ③

ごみ処理
手数料

種類 排出・収集方法 処理方法

無料

プラスチック
製容器包装
その他

プラスチック

定日［週２回］
定位置収集

市委託収集 ⇒ 再資源化事業者へ引渡し
（リサイクル 容リ協※ルート）

※公益社団法人日本容器包装リサイクル協会プラスチック
製容器包装
ペットボトル

定日［月１回］
定位置収集
又は
随時収集
店頭など
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「家庭ごみ収集カレンダー」その他プラスチック・
PETボトル（ペットボトル）
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１．岡谷市のごみ処理

• 現在のごみ処理 ⑥
資源物 ④

ごみ処理
手数料

種類 排出・収集方法 処理方法

無料

剪定枝 市指定場所＊

（持込場所）
へ搬入する
*収集場所へ出した

場合、燃やすごみ

市委託持込場所受付 ⇒ 自然へ帰す処理
枝：チップ化
草：減容化（乾燥など）

持込場所：(株)アイ・コーポレーション（市委託）草等

生ごみ
定日［週１回］
定位置収集

市委託収集 ⇒ 市委託再資源化［たい肥化］
（リサイクル 民間事業）
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「家庭ごみ
収集カレンダー」

剪定枝・草落ち葉
(燃やすごみとして
出す場合)

生ごみ
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１．岡谷市のごみ処理

• 現在のごみ処理 ⑦
市で収集・処理をしないごみ

※指定引取場所＝家電リサイクル法の指定を受けた事業者（近隣では林金属工業(株) [岡谷市] ）

そのほかにも、粗大ごみ、医療廃棄物、事業所のせん定枝 など

種類 ごみの例 排出方法

処理困難物 小型家電、タイヤ類、燃料類など
販売店等へ引取りを依頼する
一般廃棄物処理業者へ依頼する

家電リサイクル法
対象製品

エアコン・テレビ・冷蔵庫・洗濯機
指定引取場所※へ持込む
販売店等へ引取りを依頼する
一般廃棄物処理業者へ依頼する

産業廃棄物 農業用器具機材、建設・建築資材など 産業廃棄物処理業者へ依頼する
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専門業者に処理を依頼『有料』

市で
収集・処理を
しないごみ

「家庭ごみ収集カレンダー」
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２．家庭ごみ有料化

• 有料化の内容 ① 有料化の目的

有料化の目的
ごみ減量

３Ｒ推進
３Ｒ
リデュース（発生抑制）
リユース （再使用）
リサイクル（再生利用）

焼却コスト増加！
埋立地がいっぱいに！
未来の環境を守りたい！

◆ごみの発生抑制とリサイクルなどの推進
◆排出量に応じた負担の公平化
◆環境やごみに対する意識
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２．家庭ごみ有料化

• 有料化の内容 ② 有料化の対象

- 有料化前は - - 有料化の対象 -
有料化

燃やす
ごみ

埋立
ごみ

資源物 資源物
無料のまま

当時燃えるごみ 当時燃えないごみ
Ｈ２２～

燃やす
ごみ

埋立
ごみ

ごみ処理手数料有料

＊収集場所へ出す

スーパーなどで指定袋を購入する
手数料が添加された代金を支払う

＊清掃工場へ持ち込む

持ち込んだごみの重さに応じた
持込手数料を納付する

ごみ袋代 ＋ 手数料

持込手数料

ごみ処理手数料有料

ごみ処理手数料無料 ごみ処理手数料無料
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×

２．家庭ごみ有料化

指
定
ご
み
袋

を
変
更

指定ごみ袋の変更

新
ご
み
袋
手
数
料
を
添
加

スーパー等
で袋を購入

市民

袋を小売販売

問屋

小売店

袋を製造卸売

市 市へ納入

手数料納入のながれ

手数料

手数料

手数料

種類 袋 大きさ 手数料

燃やす
ごみ

４５
ﾘｯﾄﾙ

６０円

２２
ﾘｯﾄﾙ

２５円

１０
ﾘｯﾄﾙ

１０円

埋立
ごみ

４５
ﾘｯﾄﾙ

６０円

２２
ﾘｯﾄﾙ

２５円

１０
ﾘｯﾄﾙ

１０円

新ごみ袋 手数料の金額 袋１枚あたり

• 有料化の内容 ③ 手数料の金額

◎ごみ袋
ロール販売
(１ﾛｰﾙ１０枚)

◎小売店
７５者

◎問屋
４者

(R2年度)

◎持込の場合
持込手数料

１１０円/１０kg
(R2年度)
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２．家庭ごみ有料化

• 有料化の内容 ④ 手数料の金額収入証紙出荷承認証

出荷承認証が

貼付されています

ごみ袋１０枚
＝１ロール
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２．家庭ごみ有料化

• ごみ減量施策 ① ごみから資源へ

有料化

燃やす
ごみ

埋立
ごみ

資源物 資源物

無料のまま

当時燃えるごみ 当時燃えないごみ

ごみ処理手数料無料

Ｈ２２～

ごみ処理手数料無料

ごみ処理手数料有料

- 有料化前 - - 有料化後-

燃やす
ごみ

埋立
ごみ

有料化により家計の支出が増える［ごみ袋＋手数料］

“ごみ”から“分別”
燃やすごみ から

その他プラスチック
［有料化にあわせて新規開始］

生ごみ (台所ごみ)
［Ｈ１８から分別収集開始］
埋立ごみ から

空き缶 (ｽﾁｰﾙ・ｱﾙﾐ)
［Ｓ５４から資源物回収］など

ごみ(有料) ⇒資源物(無料)
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２．家庭ごみ有料化

• ごみ減量施策 ② ごみから資源へ 有料化とともに取組んできた資源物

「その他プラスチック」とは・・プラスチック製容器包装
（プラスチックでできた入れ物(容器)や包み(包装) ）のこと。
ペットボトル以外のものを「その他プラスチック」と呼ぶ。

「
家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

「家庭ごみ収集カレンダー」生ごみ
分別

分別

有料化当時 「燃やすごみ」の中に 資源物が

約４０％含まれていた（古紙などの資源物も合わせて）

燃やす
ごみ

「その他プラスチック」Ｈ２２有料化と同時に開始

「生ごみ」台所ごみ Ｈ２１全市で収集開始
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３．有料化の検証

• 検証の目的 効果ある有料化を実施するために
「Ｐ・Ｄ・Ｃ・Ａ」Ｐlan (計画) Ｄo (実行) Ｃheck (評価) Ａction (見直し)

検証の考え方 評価(効果の確認)と制度の見直しを「Ｐlan(計画) 」へ反映させる

◆Ｐlan (計画) ・・有料化実施の検討、ごみ減量の目標設定

◆Ｄo (実行) ・・有料化の導入、説明会などの実施

◆Ｃheck (評価) ・・有料化制度の評価

◆Ａction (見直し)・・有料化制度の見直し
有料化の検証
・評価(効果の確認)
・制度の見直し

反映
する

くり返し
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３．有料化の検証

• 検証の方法 「Ｃheck (評価) 」から「Ａction (見直し)」へ
◆評価（効果の確認）

有料化の内容 確認する項目 効果を示す指標など

家庭ごみ有料化

ごみ減量施策

①ごみ減量の状況

②ごみから資源へ

③正しい分別の徹底

④ごみ処理の費用

ごみ排出量の推移

資源物の分別収集の状況

ごみ・資源物違反排出の状況

ごみ処理費用と手数料収入の状況

それぞれ
評価

⇒ごみの減量できているか

⇒リサイクルできているか

⇒正しい分別できているか

⇒適切な市民負担となっているか 見直し
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４．検証

①ごみ減量の状況 ごみ排出量の推移 ①

◆家庭から出る「燃やすごみ排出量」（「収集量」と「搬入量」の合計［表］）

家庭から出る燃やすごみ排出量 H21(2009）年度～R01（2019）年度

収集量 ＝収集場所での回収量 ＋ 搬入量＝焼却施設への持込み量

収集量＝委託収集で回収している量

搬入量＝諏訪湖周ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ持込み量

29

家庭系 燃やすごみ H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01

収集量（ｔ） 10,811 7,192 7,742 7,786 7,632 7,596 7,507 7,207 6,973 6,879 6,918

前年との差 ▲ 302 ▲ 3,620 550 44 ▲ 155 ▲ 36 ▲ 89 ▲ 299 ▲ 234 ▲ 94 39

％ ▲ 2.7 ▲ 33.5 7.7 0.6 ▲ 2.0 ▲ 0.5 ▲ 1.2 ▲ 4.0 ▲ 3.3 ▲ 1.3 0.6

搬入量（ｔ） 396 308 308 197 200 34 30 80 264 314 378

前年との差 194 ▲ 87 ▲ 0 ▲ 111 3 ▲ 166 ▲ 4 50 185 50 64

％ 96.2 ▲ 22.1 ▲ 0.0 ▲ 35.9 1.4 ▲ 82.9 ▲ 11.7 164.1 231.8 18.8 20.3

合計排出量（ｔ） 11,207 7,500 8,050 7,984 7,832 7,630 7,537 7,287 7,237 7,194 7,296

前年との差 ▲ 108 ▲ 3,707 550 ▲ 66 ▲ 152 ▲ 202 ▲ 93 ▲ 250 ▲ 50 ▲ 44 103

％ ▲ 1.0 ▲ 33.1 7.3 ▲ 0.8 ▲ 1.9 ▲ 2.6 ▲ 1.2 ▲ 3.3 ▲ 0.7 ▲ 0.6 1.4



４．検証

①ごみ減量の状況 ごみ排出量の推移 ②

◆家庭から出る「燃やすごみ排出量」（「収集量」と「搬入量」の合計［グラフ］）

家庭から出る燃やすごみ排出量 H21(2009）年度～R01（2019）年度

収集量＝収集場所での回収量＋搬入量＝焼却施設への持込み量

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01

収集量（ｔ） 搬入量（ｔ）

下段：収集量＝委託収集で回収している量

上段：搬入量＝諏訪湖周ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ持込み量 有料化Ｈ２２～

収集ごみ３３％減少
持込ごみ２２％減少
どちらも急減しました
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４．検証

①ごみ減量の状況 ごみ排出量の推移 ③

◆家庭から出る「燃やすごみ排出量」と「人口」 人口＝住民基本台帳人口(各年10月1日現在）

家庭から出る燃やすごみ排出量と人口の推移 H21(2009）年度～R01（2019）年度

11,207

7,500
8,050 7,984 7,832 7,630 7,537 7,287 7,237 7,194 7,296

54,423 54,024 53,592 53,005 52,401 51,882 51,335 50,952 50,469 49,954 49,491
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燃やすごみ 住基人口

人口＝人ごみ量＝ｔ（トン） 人口 ･･緩やかに減少しています
ごみ量･･有料化Ｈ２２に急減し、以後は緩やかに減少しています
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４．検証

①ごみ減量の状況 ごみ排出量の推移 ④

◆家庭から出る「１人１日あたりごみ排出量」（燃やすごみ＋埋立ごみ）

家庭から出る「１人１日あたりごみ排出量」燃やすごみ＋埋立ごみ H21(2009）年度～R01（2019）年度

[単位グラム]Ｈ２２～有料化後急減しました その後は横ばいで推移しています

１人１日あたりごみ排出量 ＝ ごみ排出量 ÷ 年間日数 ÷ 人口
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４．検証

グラフ－１

令和元年度 (直近)
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①ごみ減量の状況 ごみ排出量の推移 ⑤

（１）家庭から出る「燃やすごみ」の排出量

グラフ－１・表－１ 家庭から出る「燃やすごみ」排出量 H21(2009）年度～R01（2019）年度

有料化期間

有料化前平成21年度

11,207 ﾄﾝ
直近令和元年度

7,296 ﾄﾝ

表－１

燃やすごみ H21 H22 H23 H24 H25 H26

家庭系【ｔ】 11,207 7,500 8,050 7,984 7,832 7,630

前年比［ｔ］ ▲ 108 ▲ 3,707 550 ▲ 66 ▲ 152 ▲ 202

前年比［％］ -1.0% -33.1% 7.3% -0.8% -1.9% -2.6%

H27 H28 H29 H30 R01

7,537 7,287 7,237 7,194 7,296

▲ 93 ▲ 250 ▲ 50 ▲ 44 103

-1.2% -3.3% -0.7% -0.6% 1.4%
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４．検証

①ごみ減量の状況 ごみ排出量の推移 ⑥

（１）家庭から出る「燃やすごみ」の排出量

有料化前平成21年度

11,207 ﾄﾝ

直近令和元年度
7,296 ﾄﾝ

有料化直後平成22年度

7,500 ﾄﾝ

・ごみ量の削減 ３０％ 達成
・有料化後の減量継続 達成

有料化による効果

3,707 ﾄﾝ
33％
減少 有料化導入から１０年間が経過 204 ﾄﾝ 減少
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４．検証

グラフ－２

令和元年度 (直近)

①ごみ減量の状況 ごみ排出量の推移 ⑦

（２）家庭から出る「埋立ごみ」の排出量

グラフ－２・表－２ 家庭から出る「埋立ごみ」排出量 H21(2009）年度～R01（2019）年度

有料化期間

有料化前平成21年度

252 ﾄﾝ
直近令和元年度

128 ﾄﾝ

表－２

埋立ごみ H21 H22 H23 H24 H25 H26

家庭系【ｔ】 252 144 133 129 125 120

前年比［ｔ］ 16 ▲ 108 ▲ 11 ▲ 4 ▲ 4 ▲ 6

前年比［％］ 6.7% -42.8% -7.3% -3.0% -3.1% -4.4%

H27 H28 H29 H30 R01

121 112 123 125 128

2 ▲ 9 11 3 3

1.4% -7.6% 9.4% 2.2% 2.5%
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４．検証

①ごみ減量の状況 ごみ排出量の推移 ⑧

（２）家庭から出る「埋立ごみ」の排出量

有料化前平成21年度

252 ﾄﾝ

直近令和元年度
128 ﾄﾝ

有料化直後平成22年度

144 ﾄﾝ

・ごみ量の削減 ４０％ 達成
・有料化後の減量継続 達成

有料化による効果

108 ﾄﾝ
43％
減少 有料化導入から１０年間が経過 16 ﾄﾝ 減少
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品目 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01

燃やすごみ 11,207 7,500 8,050 7,984 7,832 7,630 7,537 7,287 7,237 7,194 7,296

その他プラ － 401 384 384 371 365 351 355 345 340 347

ペットボトル 96 105 100 104 105 101 98 89 103 115 120

生ごみ 138 296 287 313 281 255 225 198 176 155 149

剪定枝 14 16 34 42 4 8 47 55 116 105 93

草等 － － － － － － 69 80 97 82 112

資源物合計 248 818 805 844 761 728 791 777 836 797 820

４．検証

②ごみから資源へ 資源物の分別収集の状況 ①

家庭から出る燃やすごみ排出量と「資源物※」収集量 H21(2009）年度～R01（2019）年度 [ 単位トン ]

※燃やすごみに含まれる品目（古紙類・古布類を除く）・

資源物
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４．検証

②ごみから資源へ 資源物の分別収集の状況 ②

燃やすごみ排出量と「資源物」収集量 H21(2009）年度～R01（2019）年度

有料化
実施前の

資源物収集量

H22～
有料化実施
ごみ量 減少
資源物
収集量 増加

有料化以降
H22～R01
資源物収集量
(合計)は
大きく増減
していない
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４．検証

③正しい分別の徹底 ごみ・資源物違反排出の状況 ①

燃やすごみ・埋立ごみ・その他プラスチック 違反件数の推移 直近３年間の状況

◆年度別　違反件数　平成２９（2017）年度～令和元（2019）年度
平成２９（2017）年度 (件) 平成３０（2018）年度 (件) 令和元（2019）年度 (件)

種類 燃やす 埋立 その他プラ 計 種類 燃やす 埋立 その他プラ 計 種類 燃やす 埋立 その他プラ 計
合計 1,342 1,275 2,495 5,112 合計 1,136 581 2,671 4,388 合計 877 504 2,285 3,666

平成２９年度
合計５,１１２件

平成３０年度
合計４,３８８件

令和元年度
合計３,６６６件

＊違反件数・・収集場所で「違反ごみ」としてシール貼付されたごみ袋の件数
＊直近３年間・・諏訪湖周クリーンセンター本格稼動（平成２８(2016)年１２月）以降の状況

７２４件減少 ７２２件減少
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４．検証

③正しい分別の徹底 ごみ・資源物違反排出の状況 ②

燃やすごみ・埋立ごみ・その他プラスチック 違反件数の推移 直近３年間の状況

H29年度, 

1,342
H30年度, 

1,136 R元年度, 

877
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1,700
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燃やすごみ

H29年度, 

1,275

H30年度, 

581
R元年度, 

504

300

500

700

900

1,100

1,300

1,500

H29年度 H30年度 R元年度

埋立ごみ

H29年

度, 

2,495

H30年度, 

2,671

R元年

度, 

2,285

2,000

2,100

2,200

2,300

2,400

2,500

2,600

2,700

2,800

H29年度 H30年度 R元年度

その他プラスチック

燃やすごみ
年々減少
しています

埋立ごみ
H30年度に
急減して
います

その他プラ
年によって
ばらつきが
あります

◆品目別　違反件数　平成２９（2017）年度～令和元（2019）年度
燃やすごみ　年間件数の比較 埋立ごみ　年間件数の比較 その他プラスチック　年間件数の比較

年度 H29年度 H30年度 R元年度 年度 H29年度 H30年度 R元年度 年度 H29年度 H30年度 R元年度
件数 1,342 1,136 877 件数 1,275 581 504 件数 2,495 2,671 2,285

前年度比 ＊ ▲ 206 ▲ 259 前年度比 ＊ ▲ 694 ▲ 77 前年度比 ＊ 176 ▲ 386
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普通手数料＝ごみ袋代金に添加された手数料

H22, 366,482 R01, 126,606 

H22, 119,827 

R01, 209,859 
64,282 

58,622 

50,000
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150,000
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350,000
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H22 R01
歳出 塵芥処理費 歳出 清掃総務費 歳入 普通手数料

４．検証

④ごみ処理の費用 ごみ処理費用＊と手数料収入の状況 ①

ごみ処理費用（清掃総務費・塵芥処理費）と普通手数料収入 平成２２年度・令和元年度 [ 単位千円 ]

約９千万円 増加

約６百万円 減少

清掃総務費

塵芥処理費

約２億４千万円 減少

清掃総務費
人件費など

塵芥処理費
ごみ収集・
清掃工場の
管理経費など

清掃総務費

諏訪湖周クリーンセ
ンターの経費など

塵芥処理費

ごみ収集・埋立地の
管理経費など

普通手数料収入

湖周地区の最終
処分場建設など
増加する見通し

41

＊公債費等のごみ処理
費用、その他の収入
を除いています。



４．検証

④ごみ処理の費用 ごみ処理費用と手数料収入の状況 ②

ごみ処理費用（清掃総務費・塵芥処理費）と普通手数料収入 平成２２年度・令和元年度

約９千万円 増加

約９％減少

清掃総務費

普通手数料収入

塵芥処理費
約２億４千万円 減少

ごみの量
（燃やすごみ・埋立ごみ）

平成２２年度 令和 元年度

ごみ処理費用 約３１％減少

７,６４３トン ７,４２４トン 約３％減少

６４,２８２千円 ５８,６２２千円

４８６,３０９千円 ３３６,４６５千円

手数料収入÷ごみ処理費用【％】]

約１３％ 約１７％

１０年で

手数料収入は、ごみ処理費用の３割以内
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普通手数料＝ごみ袋代金に添加された手数料



４．まとめ
検証項目

①ごみ減量の状況
ごみ排出量の推移

②ごみから資源へ
資源物の分別の徹底

③正しい分別の徹底
ごみ・資源物違反排出の状況

④ごみ処理の費用
ごみ処理費用と手数料収入の状況

検証結果

⇒ 燃やすごみ・埋立ごみ減量達成と継続

⇒資源物収集量は安定に推移している

⇒総体的に違反件数は減少している

⇒手数料はごみ処理費用の３割以内

減量の効果⇒有料化を継続する

資源物分別収集を継続実施する

わかりやすい説明を継続する

バランスのとれた手数料負担を継続
43



４．まとめ

循環型社会を目指して ごみ減量３Ｒの推進など

岡谷市衛生自治会連合会
各地区衛生自治会

環境市民会議おかや

岡谷市

岡谷市民・市内事業所
など

連携・協働

連携・協働

連携・協働

地域コミュニティ
啓発・周知
環境美化活動など

ごみ収集・資源物のリサイクル 広報・啓発 諏訪湖清掃など

正しい分別 ３Ｒの実践

環境への意識
環境意識の啓発
ボランティア活動
マイバッグの普及
など
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